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秘
書
政
策
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
テ
レ
ビ
で
も！

行
政
放
送
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
戦
後
70
年
の
節
目
を
迎
え
、
国
が
改

め
て
弔
慰
を
表
す
る
た
め
、
戦
没
者
等

の
遺
族
に
第
10
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

◆
支
給
対
象
者
…
平
成
27
年
４
月
１
日

に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶

助
料
」、「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け
る

人（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）が
い
な

い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位

の
遺
族
１
人
に
支
給
。

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族
で
、

①�

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰

金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
等
の
子

③�

戦
没
者
等
の 

㋐
父
母 

㋑
孫 

㋒
祖
父

母 

㋓
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係

を
有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
順
番
が
入

れ
替
わ
り
ま
す
。

④�

右
記
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
三

親
等
内
の
親
族（
甥
、
姪
等
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

方
に
限
り
ま
す
。

◆
支
給
内
容
…
額
面
25
万
円

※
特
別
弔
慰
金
の
支
給
は
、
無
利
子
の

記
名
国
債
に
よ
り
行
わ
れ
、
平
成
28
年

か
ら
毎
年
１
回
、
償
還
日（
４
月
15
日
）

以
降
に
均
等
に
支
払
い（
年
５
万
円
）を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
償
還
金
の

支
払
い
を
受
け
る
場
所
は
、
請
求
手
続

の
際
に
、
ご
希
望
の
郵
便
局
等
を
指
定

し
ま
す
。

◆
請
求
期
間
…
平
成
30
年
４
月
２
日
ま

で※
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
10
回
特
別

弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問 

（
請
求
窓
口
）福
祉
課
高
齢
福
祉
係

☎
21-

０
２
６
５
／
各
地
域
局

福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
へ

第
10
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
情
報
、
市
長
が
出
演
す
る

「
市
政
だ
よ
り
」
を
高
梁
市
行
政
放
送
で
わ
か
り
や
す

く
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問 

秘
書
政
策
課
公
聴
広
報
係
☎
21-

０
２
１
０

【消防署だより】【ヘルシー・レシピ】【すこやかスマイル】

放送チャンネル
　吉備ケーブルテレビ　１２１チャンネル
放送時間（１日３回放送・毎週月曜日更新）
　①９：３０～　②１５：３０～　③２１：３０～

【
市
政
だ
よ
り
】
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こ
ん
に
ち
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
・
成
羽
町
担
当
の
佐
藤

拓
也
で
す
。
２
０
１
２
年
９
月

に
協
力
隊

と
し
て
着

任
し
、
早

い
も
の
で

間
も
な
く

３
年
を
迎

え
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
前
職
の
営
業
マ
ン
時

代
に
旅
行
で
訪
れ
た
吹
屋
の
町
並
み
に

魅
了
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
か
ら
し

ば
ら
く
し
て
、
高
梁
市
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
募
集
を
偶
然
見
つ
け
、
会
社

に
内
緒
で
す
ぐ
に
応
募
し
、
採
用
が
決

ま
り
ま
し
た
。
当
時
、
高
梁
の
人
に
話

を
聞
く
と
「
こ
ん
な
な
に
も
な
い
町
に

よ
く
来
て
く
れ
た
」
と
い
う
言
葉
が

返
っ
て
き
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
あ

れ
か
ら
３
年
、
旅
行
で
高
梁
に
来
た
関

西
の
友
達
は
「
本
当
に
良
い
所
に
住
ん

で
い
る
な
、
将
来
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
住

み
た
い
」
と
う
ら
や
ま
し
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
る
で
昔
の
自
分
を
見
て
い
る
よ

う
で
し
た
。
何
も
な
い
と
い
う
の
は
、

ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
「
何
か
」
が

必
ず
隠
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
可
能
性
を
宝
探
し
の
よ
う
に
考
え
な

が
ら
、
時
に
苦
し
み
・
時
に
楽
し
み
、

挑
戦
・
失
敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

活
動
終
了
後
も
吹

屋
に
住
み
、
高

梁
、
そ
し
て
岡
山

の
ま
ち
づ
く
り
活

動
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
皆
さ

ま
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

〈
瑞
宝
双
光
章
〉

元
高
梁
市
消
防
司
令
長

横よ
こ

山や
ま 

康こ
う

治じ

さ
ん 

（65）
　
「
受
章
に
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
予
防
業
務
に
携

わ
っ
た
期
間
が
長
く
、
火
災
の
原
因
を
し
っ
か
り
突
き

止
め
、
事
業
所
な
ど
へ
の
予
防
指
導
や
広
報
に
力
を
注

ぎ
ま
し
た
」
と
、
振
り
返
る
横
山
さ
ん
。

　

昭
和
43
年
消
防
吏
員
に
任
命
さ
れ
、
平
成
17
年
消
防

本
部
消
防
総
務
課
参
事
、
平
成
19
年
同
課
長
を
歴
任
。

平
成
20
年
に
消
防
長
に
就
任
し
、
平
成
21
年
に
退
職
す

る
ま
で
、
高
梁
市
消
防
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

功績をたたえて

地域の若者と企画・運営している吹屋
の醤油蔵での「吹屋げんき酒場」

地域の柚子と唐辛子を使用し開発した
「吹屋の紅だるま」。15年12月発売予定

***********************************************************************

　

高
梁
公
民
館
講
座
の
講
師
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
生
涯
学
習
の
発
展
に
寄

与
し
た
２
人
に
市
教
育
委
員
会
教
育
長
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

絵
手
紙
講
座
講
師　

丸ま
る

池い
け 

宣の
ぶ

子こ

さ
ん
（78）　
（
松
原
通
）

臥
牛
彫
講
座
講
師　

畑は
た　

 

康こ
う

輔す
け

さ
ん

（81）　
（
落
合
町
近
似
）

教
育
長
表
彰

栄光をたたえます

グ
リ
ー
ン
ド
ー
ム

■
笹
川
良
一
杯
全
国
選
抜
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
（
５
月
23
日
〜
24
日
・
宮
城
県
）

佐さ

倉く
ら 

啓け
い

助す
け

さ
ん

石い
し

川か
わ 

敏と
し

夫お

さ
ん

大お
お

森も
り 

生た
か

善よ
し

さ
ん

平ひ
ら

岡お
か 

賢け
ん

治じ

さ
ん

大お
お

森も
り 

修し
ゅ
う

英え
い

さ
ん

瀧た
き

田た 

英ひ
で

則の
り

さ
ん

　
「
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
上
位
入
賞
者
は
ほ
と
ん
ど
が
若
者
の

チ
ー
ム
。
若
い
人
に
技
術
で
か
な
わ
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

次
は
シ
ニ
ア
ク
ラ
ス
で
全
国
大
会
を
目
指
し
ま
す
。
市
内
で

も
若
い
人
の
競
技
人
口
が
増
え
て
、
世
界
大
会
に
出
場
で
き

る
人
が
育
っ
て
く
れ
た
ら
」
と
、
代
表
の
平
岡
さ
ん
。


